
令和元年度 第６回 在宅包括委員会

令和元年 9月 25日（水）午後７時１５分

医師会 ２階 会議室

出席者：袴田・福地・門磨・河原・権・塩川・白鳥・鈴木・平野・八木、横山各委員、

静岡市地域包括ケア推進本部 木下係長・佐藤主任保健師

事務局 大塚・杉山・鈴木

１．静岡市地域包括ケア推進本部から

（１）8月 1日 これからの静岡市の在宅医療を支えるシステムを検討する会議について

標記会議の出席者、及び意見交換等の内容について報告があり、また来年度に開催す

ることが了承された。

（２）来年度の在宅医養成研修事業について

医師会より、今年度医師会事業として行っている（昨年度まで県事業）在宅医療現

場体験を静岡市の同事業で行えないかという提案をしたところ、来年度の方向性につ

いて話すことを要件に、今年度の報告会より静岡市事業として行うことで了承された。

２．協議事項

（１）在宅安心連携システムや小グループ化等に関する今後の検討の進め方について

福地委員より、訪問診療を実施する医師としない医師との 2極化、また訪問診療をす

る医師でも、在宅安心連携システムがあれば充分という医師と、他のシステムも必要と

いう医師との 2極化も見られており、今後委員会で在宅安心連携システムの再検討や小

グループ化を進めていくにあたり、叩き台となる提案をもとに検討する必要性について

意見があり、それに関して、平野委員から叩き台を提案してもらい、それを基に検討し

ていきたいとの提案があり、了承された。

（２）県立こども病院との連携に関する打合会への医師会からの出席者について

先に報告事項(１)について、在宅包括・地域医療の両委員会主務・副主務とこども病

院の連携担当医師とで、連携についての打合会を開催したこと、同打合会終了後にあお

ぞら診療所の天野功二先生より、こども病院から受け入れた患者急変時の受け入れ先が

なく困っているとの申し入れがあり、こども病院との打合会に出席した委員で直接話を

聞いた旨の報告があった。

そのため、12 月に開催予定の第 2 回目の打合会には、在宅包括委員で小児科の河原

委員と委員ではないが天野先生にも参加してもらいたいとの提案があり、了承された。



３．報告事項

（１）9月 5日（木）19:15：県立こども病院との連携に関する打合会 会議室

（２）各進捗状況について

①在宅医療提供体制に関するアンケート

②在宅安心連携システム患者調査

各病院で管理しているイエローカード登録患者の情報提供を依頼することで了承

された

（３）スーパーバイザー事業

（４）在宅医療推進員事業

４．予定事項

（１）10月 28日（月）19:15：在宅包括委員会 会議室

（２）11月 25日（月）19:15：在宅包括委員会 会議室

（３）2月 8日（土）15:00：在宅医療に関する多職種意見交換会 講堂

（４）その他


































































